
佐渡のちまきタイゴロ
中川愛子

これは、佐渡小木町の産である。月おくれの6月男の節句

に作られるちまきである。中にあんこを入れただんご巷茅

の葉5～6枚を委ねてひろげふたつ折りにし手許をしぼった

もの、しぼるひもはイ草を使った。その時其削こなるとイ草

も農家の人が売りに来たものである。幼い臥盟やさんに

切れはしを貰いに行った記憶もある。今は手っ取り早くビ

ニールのひもが使われている。いささか不粋ではあるが、タ

イゴロは越後の笹だんごのように何時でも作られることは

ない。夢の若葉の頃だけである。5月では茅の若葉の丈が短

く、6月の初旬が長さといい、しなやかさといいほどよい。

まいたものは一晩ねかせておくと茅の色のうすみどりがだ

んごに色香をそえる。ほんとうに6月だけのふる里の味であ

る。

一方端午の節句として神棚に供えるものは、あんこを入

れないだんごをやはり茅で包み茅の薫先は切らないで長い

ままのものを供えた。それはまきと呼ばれ啓の葉先を10ケ

ほどまとめてしぼり吊され、しばらくは保存がきき焼いて

食べたり、おやつになった。

茅でまく習慣は、南佐渡に多く国仲に行くと笹が使われ

る。まき方は鉄砲まきとか馬まきとかよばれ3～4枚の笹で

包まれる。先の方を折り笹の柄の部分から先までをやっぱ

りイ葦でまいてしぼった形がピストルのようになった。だ

んごの中には干し柿が入れられた。はじめて食べた時だん

ごと柿がしっくりなじまず変な印象を持ったことが思い出

の中にある。他、坊主まきと呼ばれる茅まきもあったとき

くも

最後にタイゴロの語源「田植頃」から来たものと聞かさ

れたほんとうにそうであればよい名前だと思う。作り方に

ょってはまるで野球のパットのように大酌、ものに出会っ

た事甘随植えぶるまいと思うとほほえましい気もする。
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カヤで巻かれるだんご．「カヤは寄りがいいし、殺潤作用が
あるから防腐剤もいらない」というコ小＊まちづくり公社

巻
か
れ
た
カ
ヤ
を
む
き
、

だ
ん
ご
を
ほ
お
ば
る
と
、
カ

ヤ
の
香
り
と
粒
あ
ん
の
甘
さ

が
ロ
中
に
広
が
る
。
ち
ま
き

だ
ん
こ
の
一
顧
で
、
旧
暦
で

端
午
の
節
句
と
な
る
六
月
、

カ
ヤ
で
す
ぐ
指
を
切
っ
て
い

た
。
痛
い
ん
で
す
よ
ね
」
。

そ
う
話
し
な
が
ら
佐
渡
小
木

町
、
小
木
ま
ち
づ
く
り
公
社

の
桃
井
卓
芋
さ
ん
項
乳
は
手

早
く
次
々
と
五
、
六
枚
の
力

れ
な
い
カ
ヤ
は
、
一
年
中
た

い
ご
ろ
を
作
る
た
め
に
精
撰

保
存
さ
れ
て
い
る
。
解
凍
す

る
と
葉
が
や
わ
ら
か
く
な

り
、
指
も
切
れ
な
く
な
っ
た
。

口
に
広
が
る
カ
ヤ
の
風
味

し
か
し
地
元
で
刈
り
取
れ

る
カ
ヤ
に
も

限
度
が
あ

る
。
同
公
社

タ
イ
が
捕
れ
争
j
う
、
あ
る

い
は
田
植
え
ご
ろ
に
各
家
庭

で
作
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

名
前
が
付
い
た
と
い
う
。

「
小
さ
い
と
き
、
だ
ん
ご

作
り
を
手
伝
っ
て
い
る
と
、

ヤ
番
手
の
上
に
広
げ
て
だ
ん

ご
を
く
る
み
、
イ
グ
サ
で
縛

る
。
「
蒸
す
と
だ
ん
ご
が
膨

れ
る
か
ら
、
少
し
す
き
間
壱

あ
け
て
巻
く
の
が
コ
ツ
」
だ
。

六
1
十
月
に
し
か
刈
り
取

で
は
た
い
ご
ろ
を
年
間
に
一

万
個
は
ど
作
る
が
、
「
カ
ヤ

が
足
り
な
く
て
そ
れ
以
上
は

無
理
」
と
い
う
。
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せ
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同
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